
S414 磁界のかたち
Magnetic Field

実験のアトリエ 理工館4階

■展示品のねらい
  磁石の回りには磁界と呼ばれる、磁石が力をおよぼす場がで
きます。それを磁界と呼びます。展示品では、棒磁石のまわ
りの磁界がどのような形をしているのかを観察してもらいま
す。

■知識プラスワン

中央に置いた大きな棒磁石のまわりに、多数の小さな方位磁
針を敷き詰めた展示品です。棒磁石を回転させると、それに
つれて方位磁針の向きが変化して、中央の棒磁石がつくる磁
界の形を観察することができます。
  磁石や電磁石のまわりには、磁石が力をおよぼす場がつくら
れています。その場は、磁界の向きと強さで表されます。展
示品では磁界の強さを知ることはできませんが、方位磁針の
向きで磁界の向きを知ることができます。また、N極からS極
へ向かう磁界の向きをつなげたものを磁力線と呼んでいます
。展示品の方位磁針がつくる模様が磁力線を表しています。
  方位磁針を使うと、北がどちらの方向であるのかが分かりま
す。これは地球が大きな磁石だからです。地球が大きな磁石
になっている理由は地球内部の核に電流が流れていることに
よるものと考えられていて、その電流は数十億アンペアにも
なります。地球の磁石が、地球の自転軸上にあれば方位磁針
が指し示す方向が真北になりますが、残念ながらそのように
はなっていません。そのため、名古屋では真北から西に７度
ずれた方角を方位磁針は指し示します。
  地球の磁場は一定していません。方位磁針が指し示す真北や
真南の磁極は少しずつ動いています。最近100年間で1000km
以上移動しています。現在は方位磁針のN極が北を指し示しま
すが、地球の歴史の中で何度も地球のN極とS極は入れ替わっ
ています。
【地球に磁場があるから生きていられる】
  宇宙には生物にとって有害な高いエネルギーを持つ宇宙線が
飛び交っています。それらが生物に当たると遺伝子に損害を
与えたりします。しかし、電気を帯びた宇宙線は、地球の磁
場で曲げられて地表に到達することができません。私達は地

球の磁場で有害な宇宙線から守られています。また、長距離
を旅する渡り烏たちは地球磁場を頼りにして方角を定めてい
ると考えられています。
【方位磁針を発見した人】
  舟を走らせるのに、陸地づたいの航海から太平洋や大西洋な
どの陸地が全く見えない大海原を航海するようになるために
は、羅針盤の発明が必要でした。羅針盤はヨーロッパで改良
され発展したものですが、そのもとは中国であると考えられ
ています。それは針を水面に浮かせる占いや遊びから、磁力
を帯びた針が南北を指し示すことに気がついたのが始まりと
考えられています。
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